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ロ
ー
ヤ
ル
ダ
ッ
チ
石
油
會
社
の
世
界
政
策
下
田
禮
佐
石
油
は
、
経
済
上
、
軍
事
上
の
基
礎
的
原
料
で
め
る
の
で
、
そ
の
産
地
帥
ち
油
田
は
世
界
詔
抱
囲
の
尊
奪
取
の
目
標
き
な
っ
て
ゐ
ろ
。
ガ
ル
ガ
ス
は
「
石
油
戦
は
世
界
辞
覇
戦
の
重
婁
な
一
部
で
あ
る
」
と
い
っ
て
ゐ
る
が
、
疋
1
こ
「
石
油
を
交
配
す
る
著
豆
世
界
を
交
配
す
る
」
ま
い
ふ
者
す
ら
あ
る
。
即
ち
石
油
戦
場
に
於
け
ち
勝
敗
に
民
疲
由
亡
の
分
岐
鮎
草
も
い
へ
る
。
今
こ
の
世
界
率
覇
戦
に
敵
味
方
ま
し
て
封
降
し
て
ゐ
ろ
の
は
、
英
国
監
畳
ま
ず
ろ
ロ
ー
ヤ
ル
ダ
ツ
チ
・
シ
エ
ル
企
業
連
合
と
米
国
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
合
祀
ま
で
み
ろ
。
特
に
英
国
1
1
、
来
園
せ
異
な
り
、
本
国
は
勿
論
、
屈
銃
も
わ
よ
り
＝
の
大
切
な
資
源
に
こ
正
喜
れ
て
ゐ
な
い
の
で
、
。
ロ
ー
ヤ
ル
ダ
ツ
チ
の
背
後
か
ら
抱
く
練
を
ひ
い
て
、
全
世
界
1
こ
活
動
ぜ
L
ゆ
て
ゐ
あ
。
随
て
本
社
の
成
立
及
び
事
業
を
解
剖
す
れ
ば
、
世
界
石
油
戦
の
状
況
七
分
ろ
し
、
又
現
代
史
の
頭
嬰
な
一
部
が
判
明
す
る
こ
ぞ
に
な
る
0
私
は
今
伯
林
の
客
合
に
あ
っ
て
、
之
に
つ
い
て
参
考
書
類
を
多
く
持
主
な
い
、
主
さ
し
て
G
e
O
p
O
】
i
t
i
J
h
二
〇
u
コ
邑
O
f
P
O
】
i
t
i
c
已
H
宇
n
O
m
y
．
P
r
E
邑
e
I
ロ
声
e
く
i
e
w
及
び
英
、
覆
、
俳
の
新
開
記
事
等
l
こ
よ
る
。
一
、
蘭
領
東
印
度
の
石
油
業
の
起
源
蘭
箇
東
印
度
に
石
油
の
あ
る
こ
E
は
巳
に
久
し
く
知
ら
れ
、
有
名
な
航
海
者
リ
ン
シ
ョ
ー
テ
ン
（
H
u
g
h
。
n
く
O
m
L
i
n
s
c
h
O
t
e
n
）
の
〓
ハ
二
三
年
の
記
事
に
、
ス
マ
ト
ラ
に
石
油
泉
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
流
出
し
、
土
人
は
之
を
皆
鮭
用
、
塗
粁
及
び
照
明
に
用
ひ
て
ゐ
る
こ
と
が
書
い
て
あ
る
。
然
し
之
が
科
撃
的
に
採
掘
さ
れ
始
め
た
の
は
、
一
八
六
三
年
で
あ
る
。
常
時
、
オ
ラ
ン
ダ
の
焼
山
技
師
デ
・
グ
ロ
ー
ブ
（
C
・
d
。
G
r
O
。
t
e
）
は
、
サ
マ
ラ
ロ
ー
ヤ
ル
ダ
ッ
チ
石
油
合
祀
の
世
界
政
栗
一
三
九
商
業
さ
経
済
一四
O
y
、
ス
ラ
バ
ャ
、
マ
グ
ラ
島
及
び
ス
マ
ト
ラ
の
.
ハ
レ
ジ
バ
ン
に
石
油
の
存
在
す
る
こ
ど
を
絡
め
、
プ
レ
y
カ
I
、へ
ー
ア
z
y
雨
氏
の
計
査
で
、
東
部
ジ
ャ
ヲ
に
石
油
合
一
肢
を
興
す
こ
ぜ
に
な
っ
た
が
、
世
間
が
未
だ
斯
業
に
興
味
eg
持
た
な
か
っ
た
の
で
、
計
霊
は
挫
折
し
た
。
一
入
七
三
年
、
才
一
ブ
ジ
ダ
官
憲
は
チ
ェ
y
ポ
y
で
石
油
の
調
査
を
始
め
、
二
年
後
に
は
ス
一
プ
バ
ヤ
で
調
査
が
行
は
れ
た
が
未
だ
何
等
・
有
望
な
結
果
に
到
達
し
な
か
っ
た
。
入
八
O
年、
ザ
イ
Y
カ
I
(
〉・』・
N
ロ
F
q
)
が
、
図
立
銀
山
局
で
、
原
油
調
査
ケ
始
め
て
か
ら
、
こ
の
問
題
が
真
面
自
に
考
究
さ
れ
る
こ
ぜ
に
な
b
、
一
入
入
三
年
、
同
氏
は
ス
マ
ト
ラ
の
一
フ
シ
カ
y
ト
じ
石
油
の
痕
跡
、
印
も
-
ア
日
ブ
克
斯
を
後
見
し
.
こ
¥
》
に
世
人
の
注
意
ケ
惹
き
、
由
て
氏
は
政
府
に
此
の
地
域
調
査
の
然
、
特
別
の
技
師
を
涙
遣
す
ぺ
き
こ
ご
を
上
申
し
た
。
出
て
、
減
退
さ
れ
穴
技
師
、
アェ
Y
ネ
マ
氏
は
一
八
入
五
年
、
ポ
!
?
ン
グ
深
さ
百
メ
I
ト
Y
で
、
庶
民
良
確
買
な
泊
臓
に
合
し
、
一
八
八
入
年
に
は
二
高
三
千
ヅ
ヱ
ジ
ト
ナ
ー
の
原
油
を
産
出
し
た
。こ
〉
に
於
て
石
油
業
務
、
張
の
局
、
資
本
の
必
要
を
生
じ
、
一
入
九
O
年
六
月
十
六
日
、
ア
ム
ス
-
ア
Y
グ
ム
仁
内
OHLHHE口
庶
民
の
(
】
R
F
E目
rohr白
川
詰
円
RFMH
V匂一]件。同何
M
府立。円
g
z
o
〈
m
E
F
N
t・o
r
c
gず円。ロロめロ山口
z
a
R
-
g仏
ω
の
r
F門出。
印
ち
王
立
関
飯
印
皮
石
油
採
掘
合
粧
が
設
立
ち
れ
た
、
オ
ラ
ン
ダ
王
ク
ィ
Y
へ
Y
ム
三
世
か
ら
「
王
立
」
ご
い
ふ
名
を
冠
す
る
の
子
詐
さ
れ
た
の
で
、
合
一
枇
は
簡
単
に
、
庁
内
O
口一口百出
ro
又
は
同
0
3
-
U
E岳
ご
い
ふ
。
資
本
金
百
三
十
高
ギ
Y
グ
1
で
、
前
じ
-
ア
シ
カ
y
ト
の
ず
Y
タ
シ
か
ら
ず
イ
ク
ラ
1
氏
に
奥
へ
た
利
棋
を
獲
得
し
た
。
こ
れ
が
今
日
世
界
の
石
油
利
権
を
二
分
し
て
そ
の
一
を
保
っ
さ
い
ふ
ロ
I
ヤ
Y
グ
y
チ
の
誕
生
で
あ
る
。
か
〈
ロ
一
枇
後
詳
の
地
は
ス
マ
ト
-7
島
で
あ
る
が
、
ポ
ケ
千
万
及
び
ジ
ャ
げ
に
も
相
次
で
油
田
が
後
見
さ
れ
た
。
ポ
Y
ネ
オ
で
は
、
一
入
九
一
年
、
ユ
ダ
ヤ
系
突
入
ナ
ミ
ュ
I
Y
の
創
立
し
た
蘭
領
来
印
皮
商
工
業
合
一
般
(ZO仏ο
ュgLω
の
roHEZω
円一
ο
ロ
ロ
仏
国
忠
岡
山
己
冨
g
g
o
r
p
B
α
)
ガ
ク
-
ア
イ
油
田
の
採
掘
擦
や
-
獲
得
し
、
事
業
漸
く
祭
盛
に
向
ひ
、
ジ
ャ
ず
で
は
二
入
入
入
年
ド
Y
ッ
石
油
合
祉
が
利
桜
訟
得
た
。
そ
の
外
に
も
群
小
合
赴
が
銭
生
し
た
が
、
そ
の
中
に
は
躍
・
に
採
掘
漉
を
貢
り
歩
〈
さ
い
ふ
や
う
な
の
も
あ
っ
て
之
等
は
恐
る
〉
に
足
ら
な
か
っ
た
。
米
図
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
系
の
後
援
す
る
オ
ラ
ン
ダ
殖
民
地
石
油
合
一
枇
(
Z
色
。
己
hHD
仏ωの
]
H
O
肉。
-
S
F
F
句。可
O
]
2
5
足
E
g
o
-
5勺
句
ぷ
)
も
ジ
ャ
ず
の
・
数
ケ
所
に
採
掘
粧
を
得
た
が
時
機
が
遅
れ
た
の
で
勢
力
援
は
や
J
O
大
陸
に
於
て
、
ロ
一
般
創
業
時
代
の
束
印
度
の
石
油
業
は
、
ロ
一
泣
さ
、
やノミュ
I
Y
系
の
束
印
皮
商
工
業
合
一
般
、
ド
山
〆
ヅ
一
粧
の
三
赴
印
刷
立
の
形
で
あ
っ
た
。
ロ
1
ヤ
Y
ダ
wJ
チ
の
前
念
に
は
多
く
の
難
問
題
が
様
た
は
っ
て
ゐ
た
。
第
一
は
生
産
費
の
黙
で
あ
る
。
舎
一
般
は
精
油
工
場
を
只
マ
ト
ラ
島
の
バ
バ
ラ
ン
河
昨
に
建
て
た
が
、
建
築
材
料
、
製
造
材
料
等
凡
て
欧
米
諸
国
か
ら
持
て
来
る
の
で
自
然
生
産
費
が
高
く
な
る
o
営
時
的
泊
の
競
争
相
手
は
、
米
バ
イ
プ
、
機
械
及
び
鰹
並
に
箱
の
泊
及
び
露
泊
で
あ
る
が
、
ぎ
れ
る
袋
路
用
の
プ
ク
キ
を
英
図
か
ら
総
入
す
る
の
で
、
こ
の
紡
は
同
一
で
あ
る
。
結
局
蘭
油
は
、
土
人
や
支
那
人
の
安
い
労
力
仕
使
ひ
得
る
の
が
他
の
快
貼
含
補
ひ
、
生
産
裂
の
貼
で
は
競
守
し
ロ
ー
ヤ
山
F
F
W
J
チ
石
泊
合
祉
の
世
界
政
策
四
商
業
主
経
済
四
得
る
こ
さ
に
な
っ
た
。
第
二
は
油
質
で
あ
る
、
前
述
の
道
、
9
ス
マ
ト
ラ
油
は
軽
油
系
で
あ
っ
て
、
燈
油
四
七
、
ペ
ジ
ジ
γ
及
び
エ
1
-プ
Y
二
三
・
五
、
重
油
及
び
バ
ラ
プ
イ
ジ
二
入
・
五
の
割
A
W
よ
り
成
っ
て
ゐ
る
、
然
る
じ
勝
目
時
は
燈
油
の
み
が
商
品
ご
し
て
の
債
値
を
持
ち
、
ぺ
ン
ジ
ジ
や
.
ハ
-
ア
フ
ィ
ン
は
邪
魔
物
扱
ひ
さ
れ
て
居
た
時
代
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
貧
し
い
比
率
で
米
、
露
の
強
敵
に
営
る
の
は
苦
戦
た
る
を
免
れ
な
い
、
幸
此
の
賂
も
、
第
一
代
の
一
肱
長
ぢ
な
っ
た
グ
ス
ヌ
1
(〉
ロ
m
g円
内
gω
一
日
)
が
只
マ
ト
ラ
泊
の
庭
理
泌
を
後
明
し
、
之
に
由
れ
ば
ユ
マ
ト
ラ
産
の
燈
泊
は
米
油
よ
り
も
佼
良
な
る
こ
さ
が
分
っ
た
の
で
、
こ
の
黙
で
も
競
争
が
可
能
ご
な
っ
た
。
第
三
は
市
場
で
あ
る
が
、
之
は
近
い
彪
に
燈
油
使
用
の
鬼
女
地
ご
し
て
、
農
大
な
極
東
及
び
印
皮
が
あ
り
、
距
離
の
賂
で
、
蘭
油
は
優
に
他
の
二
者
仁
劃
し
て
座
倒
的
地
位
ケ
占
め
る
こ
ご
に
な
っ
た
。
し
か
し
同
時
に
考
ふ
べ
き
こ
ご
は
、
米
油
は
炭
大
な
園
内
市
場
を
控
へ
て
ゐ
る
か
ら
海
外
市
場
に
於
け
る
競
争
力
に
非
常
な
強
み
が
あ
る
が
、
蘭
油
に
は
そ
れ
が
全
然
な
い
こ
さ
で
あ
る
。
第
四
に
甘
1
ヤ
Y
ダ
y
チ
の
根
披
地
が
赤
道
直
下
の
竿
開
地
で
気
候
は
不
健
康
、
土
人
は
屡
叛
乱
含
起
す
等
も
合
一
般
の
事
業
後
展
ケ
妨
げ
た
。
ロ
ー
ャ
Y
ダ
グ
チ
の
撞
頭
さ
共
に
、
極
東
市
場
に
於
け
る
米
、
露
、
蘭
印
も
λ
タ
シ
グ
1
ド、
〆
ク
I
及
び
ロ
1
ヤ
Y
ダ
y
チ
の
競
争
は
白
熱
し
て
来
た
。
殊
に
ス
一
枇
は
そ
の
、
運
賃
が
ロ
一
枇
よ
り
も
慈
か
に
蒔
く
つ
く
に
係
ら
守
、
ダ
ム
ピ
ン
グ
を
行
ひ
、
官
一
枇
製
品
よ
り
遂
に
安
く
頁
る
ご
い
ふ
有
様
で
あ
っ
た
。
そ
の
符
ロ
一
粧
の
経
勝
目
も
困
難
を
極
め
二
入
九
二
年
に
は
五
千
徐
ギ
Y
グ
1
の
侠
損
、
翌
年
は
十
入
荷
ギ
Y
ダ
I
の
純
盆
で
無
配
秒
回
、
一
八
九
四
年
に
は
八
分
の
配
信
を
し
た
が
、
一
入
九
五
年
に
は
ポ
l
y
y
グ
の
成
績
よ
く
、
舎
一
枇
は
増
資
し
て
株
金
二
百
三
十
高
ギ
Y
ダ
ー
さ
し
、
純
盆
百
二
十
六
高
ギ
Y
ダ
ー
を
待
て
、
四
割
四
分
の
配
時
田
を
な
し
、
入
九
六
年
に
は
純
盆
百
六
十
湾
ギ
Y
ダ
ー
を
得
、
四
割
の
配
勝
目
を
し
た
。
し
か
し
営
時
石
油
業
に
謝
す
る
世
人
の
考
が
今
日
ご
全
く
異
な
b
、
投
機
事
業
現
し
て
居
た
か
ら
、
株
式
市
債
の
縫
勤
甚
し
〈
、
し
か
も
ロ
赴
株
式
の
如
き
前
記
期
間
に
於
て
、
大
腿
挑
込
金
以
下
に
落
ち
込
み
、
卒
均
挑
込
額
の
五
割
三
分
乃
至
七
割
三
分
ご
い
ふ
市
債
で
あ
っ
た
。
一
一
、
統
事
業
ロ
一
枇
の
事
業
の
盛
還
に
赴
く
に
連
れ
て
、
協
領
来
印
度
に
は
石
油
舎
一
粧
が
雨
後
の
俳
句
の
如
く
族
生
し
た
。
主
一
袋
な
も
の
だ
け
で
も
次
の
遜
b
で
あ
る
o
(
年
代
は
舎
一
肱
創
立
の
年
)
一
八
九
一
年
九
マ
ト
ラ
・
バ
レ
ン
バ
ン
石
油
合
祉
、
一
資
本
金
七
百
高
ギ
Y
ダ
I
、
ス
マ
ト
ラ
烏
の
-
フ
ラ
ン
河
の
南
方
在
採
掘
し
、
同
河
昨
に
精
油
所
を
建
て
た
。
(
蘭
名
、
3
5一2
5
足
g
u
n
r
p
s
c
mロ
B
E
B
E
r
g
g
z
m
)
一
入
九
四
年
、
土
地
開
拓
舎
一
枇
(
云
g
gの
E
Sぷ
円
。
同
一
宮
山
口
出
O
∞の
r
s
C
E
σ
o
c巧
伊
色
。
一
szo)
資
本
金
二
千
五
百
寓
ギ
Y
グ
I
、
ス
マ
ト
一
フ
の
タ
ン
ジ
ュ
ン
・
プ
オ
ラ
及
び
-
フ
ン
カ
ト
地
方
を
採
掘
す
る
o
一
八
九
七
年
、
ム
ア
ラ
・
エ
ニ
ム
石
油
合
祉
(
司
・
云
巳
0
2
3
何
回
比
三
資
本
金
一
千
高
ギ
Y
ダ
I
、
バ
-
プ
y
ポ
ン
地
方
の
採
掘
核
を
符
、
バ
レ
ン
バ
ン
の
蛍
岸
ム
ジ
河
昨
に
精
油
所
JT
建
て
た
。
ロ
ー
ャ
u
w
グ
w
J
チ
石
泊
令
祉
の
世
界
政
策
一
四
三
商
業
さ
経
済
一
四
四
一
九
O
一
年
、
イ
y
y
石
油
合
赴
(
句
・
z-E『
)
資
本
金
九
百
湾
ギ
Y
グ
I
、
ム
ジ
の
南
方
に
利
権
を
得
た
。
一
九
O
二
年
、
。
へ
ぞ
フ
ク
石
油
合
一
枇
(
戸
沼
-
Fユロげ)
一
九
O
五
年
、
南
ぺ
ぞ
フ
ク
舎
一
枇
(
N
Z
庄
司
。
ユ
長
司
-z・)
一
九
O
三
年
、
バ
ク
グ
バ
バ
γ
舎一肱
(
g
F
3
3口
同
日
冒
・
)
一
九
O
七
年
、
ポ
Y
ネ
ォ
合
一
枇
(
出
0
2
8
M
M・
冨
・
)
以
上
は
現
買
に
石
油
の
採
取
、
精
製
を
や
っ
て
ゐ
る
大
合
一
肢
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
石
油
業
に
関
係
し
て
ゐ
る
も
の
は
多
数
あ
っ
て
、
一
九
一
八
年
に
は
蘭
領
来
印
皮
に
於
け
る
石
油
合
一
肢
の
放
は
五
十
一
肢
に
達
し
て
ゐ
る
。
但
し
そ
の
中
に
は
、
只
空
虚
な
試
掘
擦
を
有
し
、
之
を
持
ち
廻
て
高
く
頁
り
つ
け
る
山
師
的
の
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
。
ロ
一
枇
は
、
外
関
市
場
に
於
て
米
露
の
強
敵
ご
角
逐
す
る
前
に
、
先
づ
以
上
の
園
内
競
争
者
を
一
掃
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
幸
に
し
て
同
一
般
は
、
(
ご
資
本
の
大
な
る
結
、
(
二
)
傑
出
し
た
手
腕
を
有
す
る
主
役
の
下
に
、
巧
妙
な
商
業
政
策
を
行
ふ
こ
ご
、
(
三
)
多
く
の
タ
ン
ク
舶
を
有
し
、
(
四
)
配
給
販
支
の
設
備
含
有
す
る
等
の
賂
で
著
々
群
小
企
一
枇
ケ
座
倒
す
る
こ
さ
が
出
来
た
。
ロ
一
此
の
併
呑
政
策
は
久
マ
ト
ラ
・
バ
レ
ジ
バ
y
赴
か
ら
著
手
さ
れ
た
。
一
入
九
入
年
、
雨
赴
の
問
に
安
協
成
り
、
ロ
赴
が
ス
マ
ト
ラ
一
肢
の
製
品
の
総
な
阪
支
の
一
切
&
引
き
う
け
る
こ
さ
に
な
っ
た
が
、
一
九
O
二
年
に
は
更
に
迩
ん
で
、
ロ
一
肢
は
ス
マ
ト
ラ
一
肢
が
束
印
皮
に
於
て
有
す
る
一
切
の
楼
造
物
財
産
を
使
用
し
得
る
こ
芝
に
な
り
、
一
九
一
O
年
に
は
、
ス
マ
ト
ラ
祉
の
資
産
は
あ
げ
て
ロ
一
此
の
株
式
の
提
供
に
由
て
同
一
祉
に
移
縛
さ
れ
る
こ
さ
に
な
っ
て
、
完
全
に
同
只
ひ
つ
ぶ
さ
れ
た
。
之
よ
り
先
き
、
『
ム
タ
ン
ダ
I
ド
一
肱
は
、
ム
ア
ラ
・
エ
ニ
ム
一
肱
(
前
出
)
を
抱
き
込
み
、
ロ
一
肢
を
校
挨
地
に
於
て
屠
ら
ん
ご
し
た
が
、
官
一
肱
は
早
く
も
之
を
探
知
し
、
政
府
筋
に
、
蓮
勤
し
た
の
で
、
ス
赴
の
ム
ア
一
フ
赴
由
民
放
談
は
的
政
府
の
許
可
を
得
る
こ
さ
が
出
来
な
い
で
失
敗
し
た
。
そ
の
中
に
ム
ア
一
フ
一
肢
は
、
ジェ
Y
商
合
ご
妥
協
し
、
ジェ
Y
荷
台
が
ム
ア
ラ
一
枇
の
製
品
一
切
の
販
資
輸
送
を
コ
シ
ト
官
I
Y
す
る
こ
さ
に
な
っ
た
。
ジェ
Y
商
舎
は
本
名
を
ωro-
尽
き
ω宮
込
山
口
弘
吋
門
戸
弘
一
口
m
刊
の
。
・
ぜ
い
っ
て
、
英
人
サ
ミ
ュ
I
Y
(
∞
町
冨
Rgω
m
p
gロ
o
-
A
1
は
H
L
O
丘
団
8
2
R仏
)
の
設
立
し
た
舎
赴
で
あ
る
。
帝
ノ
ミ
ュ
I
Y
は
ロ
y
ド
シ
の
一
見
殻
商
に
身
を
起
し
ヂ
ミ
ュ
l
y
商
舎
を
起
し
て
、
ポ
Y
ネ
オ
の
石
油
業
に
従
事
し
、
ポ
Y
ネ
オ
で
は
、
蘭
領
来
印
度
商
工
業
合
一
般
の
名
で
、
石
油
の
採
取
、
精
製
を
な
し
、
事
業
の
勃
典
さ
共
に
、
+
ノ
ミ
ュ
I
Y
商
舎
を
v
z
y
商
舎
さ
改
め
(
一
入
九
七
年
)
、
此
の
方
は
専
ら
石
油
の
験
設
販
頁
に
従
事
す
る
こ
ご
に
な
っ
た
、
従
っ
て
ロ
一
肱
ご
ジ
エ
y
赴
さ
の
競
守
は
漸
く
激
し
く
な
っ
た
。
ジ
Z
Y
一
枇
は
、
束
、
洋
方
面
に
多
数
の
タ
ン
ク
路
、
タ
ン
ク
(
油
庫
)
を
有
し
、
配
給
販
支
の
方
面
で
は
官
一
肢
を
4
b
一・4J
ア
』
，
〉
、
m
m
F
L
T
カ
一
九
O
二
年
、
雨
一
祉
の
妥
協
成
、
9
、
雨
一
肱
ご
も
配
給
販
頁
の
方
は
あ
げ
て
新
に
そ
の
目
的
で
設
立
し
た
ア
ジ
ヤ
石
油
舎
一
肱
(
〉
uvzo
町
立
5
-
2
5
の。・)
に
任
す
こ
さ
に
な
っ
た
。
之
よ
b
先
き
官
一
祉
は
、
ノ、
y 
ロ
l
ヤ
h
F
F
Y
チ
石
油
合
祉
の
世
界
政
策
一
四
五
商
業
主
経
済
一
四
六
で
及
行
業
を
轡
む
J
ス
チ
ヤ
イ
Y
ド
家
(
問
。
門
}
民
会
口
弘
)
の
資
本
国
さ
結
合
し
た
。
ロ
ス
チ
ャ
イ
Y
ド
家
は
イ
ギ
9
ス
に
於
け
る
ユ
ダ
ヤ
系
の
大
宮
家
で
あ
る
が
、
レ
I
Y
・
マ
グ
カ
ン
ド
η
ノ
ュ
I
λ
(
F
S
ω
m
g門
田
昌
の
山
口
円
四
お
巧
∞
。門戸
o
E
O
D
)
ご
い
ふ
名
で
、
レ
I
Y
(
司
丘
三
存
亡
D
O
)
を
そ
の
代
表
者
ご
し
て
ロ
ジ
ヤ
の
石
油
業
に
出
資
し
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
。
ロ
久
チ
ャ
イ
Y
ド
家
さ
妥
協
し
た
た
め
に
、
東
洋
市
場
に
於
け
る
露
油
さ
の
競
争
は
自
然
避
け
ら
れ
る
こ
さ
に
な
b
、
新
設
の
ア
ジ
ヤ
石
油
舎
一
枇
は
、
ロ
1
ヤ
Y
グ
y
チ、
ジェ
Y
及
び
甘
ス
チ
ャ
イ
Y
ド
の
三
勢
力
を
代
表
す
る
こ
さ
に
な
り
、
随
て
そ
の
資
本
も
各
粧
各
三
分
一
を
持
つ
甲
〕
さ
に
な
っ
た
。
こ
の
提
携
は
更
に
、
進
ん
で
一
九
O
七
年
一
月
一
日
.
官、
ジ
雨
一
肢
の
完
全
な
聯
合
が
成
立
し
た
。
印
ち
爾
一
祉
は
ぞ
の
会
睦
の
株
金
を
二
つ
の
新
設
舎
一
枇
に
移
し
た
、
一
は
バ
タ
1
7
ジ
ェ
石
油
舎
一
枇
(
g
g
p
o
r
o
句
・
戸
)
ざ
い
ひ
、
オ
ラ
シ
ダ
に
登
記
し
、
本
庄
を
へ
I
グ
に
、
勝
目
業
本
部
を
バ
タ
グ
イ
ア
に
を
く
、
資
本
二
億
ギ
Y
グ
1
、
ジ
ャ
ザ
以
外
の
蘭
館
東
印
皮
会
部
の
石
油
の
採
掘
精
製
を
司
る
、
印
ち
生
産
方
面
だ
け
を
や
る
、
一
部
は
直
皆
、
胡}
は
姉
妹
舎
一
肢
に
や
ら
せ
る
。
同
一
枇
は
又
メ
キ
ジ
コ
で
石
油
の
採
取
精
製
を
す
る
、
-
フ
・
コ
ロ
ナ
(
門
戸
の
2
8
p
)
舎
r
E
e
』
銅
器
し
、
子
A
t
m拙
M
Z
1
官
ス
チ
ャ
イ
Y
ド
家
の
投
資
し
て
ゐ
る
多
数
の
ロ
ジ
ヤ
の
石
油
舎
一
肢
の
黒
幕
さ
な
っ
て
ゐ
る
。
他
の
一
は
ア
ジ
グ
ロ
サ
ク
y
y
石
油
合
赴
(
〉
口
弘
o
l
m
p
k
g
可
・
の
。
・
)
ご
い
っ
て
、
英
闘
に
登
記
し
、
官
ン
ド
ン
に
本
応
を
お
き
、
蘭
館
東
印
度
以
外
の
石
油
の
聡
詮
販
頁
方
面
の
み
を
や
る
、
資
本
は
二
千
五
百
両
ポ
γ
ド
さ
す
。
こ
の
こ
舎
一
祉
は
買
は
官
、
ジ
雨
一
肱
資
本
連
合
の
管
業
上
に
用
ひ
る
髭
名
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
二
合
祉
を
単
に
官
I
ヤ
Y
・ダ
y
チ
-
y
z
y漣
A
官
(
H
F
O
H
W
々
と
り
ロ
門
会
'
虫
色
(
U
O
B
E
R
)
ざ
い
ふ
。
そ
の
株
式
は
、
ロ
赴
六
、
ジ
一
枇
四
の
割
合
で
所
有
し
て
ゐ
る
の
で
、
ニ
舎
一
祉
の
純
盆
も
そ
の
割
合
で
配
蛍
さ
れ
る
。
之
さ
同
時
に
雨
一
肱
は
之
の
結
令
を
か
た
〈
せ
ん
が
潟
に
、
ロ
一
肱
は
ジ
一
祉
の
株
式
五
十
高
を
一
株
三
十
ジ
y
シ
グ
で
買
牧
し
、
同
時
に
ジ
赴
重
役
合
の
承
諾
な
く
し
て
此
の
所
有
株
を
寅
b
放
た
e
さ
る
の
義
務
を
負
う
た
。
一
九
二
一
年
の
ロ
祉
の
脱
税
表
に
よ
る
ご
同
赴
は
、
そ
の
所
有
有
債
詮
券
中
に
、
ジ
祉
の
株
式
九
十
六
高
七
千
四
百
六
十
四
を
持
て
ゐ
る
、
以
て
雨
祉
の
関
係
が
分
る
o
三
、
デ
タ
i
ヂ
ン
グ
の
雄
国
司
ハ
タ
ン
グ
I
ド
一
枇
ご
の
競
守
は
、
γ
一
枇
芯
妥
協
し
た
如
〈
容
易
な
も
の
で
な
い
。
そ
れ
だ
け
又
ロ
一
祉
の
覇
業
成
敗
の
分
岐
貼
で
も
あ
る
。
丸
一
枇
は
美
学
、
洋
行
の
名
で
、
ラ
ン
プ
を
支
那
人
に
無
代
配
布
し
、
支
那
人
に
燈
油
の
・
需
要
を
喚
起
し
、
市
場
開
拓
に
努
力
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
庚
告
法
は
随
分
高
依
な
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
有
殺
で
も
あ
っ
た
、
一
九
O
五
年
頃
に
あ
っ
て
は
、
年
々
二
百
高
の
ラ
ン
プ
が
新
に
支
那
人
に
用
ひ
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
。
此
の
時
に
主
祉
の
支
那
市
場
進
撃
は
盆
猛
烈
に
な
っ
た
。
ス
一
肱
は
本
国
市
場
が
高
率
の
保
護
関
税
に
由
て
、
絶
割
に
散
の
侵
入
不
可
能
な
立
場
か
ら
、
本
図
に
於
け
る
利
益
を
以
て
、
支
那
市
場
で
グ
ム
ピ
ン
グ
そ
始
め
、
生
産
費
以
下
で
頁
b
出
し
た
。
一
九
O
七
、
入
年
頃
、
極
東
市
場
で
燈
泊
が
オ
ラ
ン
ダ
に
於
け
る
竿
額
で
あ
っ
た
。
一
九
一
O
年
入
月
末
英
国
で
丸
一
枇
燈
油
一
グ
ロ
シ
六
ベ
ン
ユ
四
分
一
、
十
一
月
末
に
ロ
1
ヤ
山
F
グ
Y
チ
石
油
合
祉
の
世
界
政
策
一
一
四
七
商
業
さ
極
的
一
四
八
は
三
ペ
ン
ス
四
分
三
、
十
二
月
に
は
五
ペ
ン
ス
二
分
一
ご
い
ふ
債
絡
で
あ
っ
た
。
官、
ス
一
同
大
ト
ラ
ス
ト
の
競
争
は
濁
b
極
東
に
限
ら
歩
、
全
地
球
上
に
慌
げ
ら
れ
た
、
雨
一
肢
の
変
っ
た
損
害
は
勿
論
英
大
な
も
の
で
あ
っ
て
、
一
九
一
O
年、
ロ
涯
の
燈
油
販
士
山
只
か
ら
得
た
牧
入
は
前
年
度
よ
b
三
百
七
十
五
高
ド
Y
を
減
じ
た
。
然
し
雨
一
般
の
争
窃
戦
は
、
一
九
O
七
年
、
英
図
市
場
供
給
に
つ
い
て
雨
一
肢
の
安
協
成
b
、
一
九
一
二
年
極
東
市
場
に
つ
い
て
も
協
定
が
成
立
し
て
、
休
戦
決
態
に
入
っ
た
。
支
那
に
つ
い
て
は
、
ス
一
肢
が
全
市
場
需
要
高
の
五
割
を
ロ
一
耽
に
割
譲
す
る
こ
さ
に
な
り
、
後
に
そ
れ
か
」
六
割
に
増
す
こ
ど
に
な
っ
て
、
明
か
に
主
泣
の
勝
利
ご
な
っ
た
。
こ
の
勝
利
に
つ
い
て
は
、
(
ご
英
・
蘭
雨
閤
政
府
の
ロ
一
肱
援
助
、
(
二
)
米
闘
の
ア
ジ
チ
ト
ラ
ザ
ハ
ト
政
策
で
、
一
九
一
二
年
米
園
高
等
法
院
が
、
ス
タ
シ
グ
1
ド
・
ト
ラ
ユ
ト
に
解
散
を
命
じ
た
こ
ご
、
(
三
)
ロ
一
般
の
赴
長
デ
タ
ー
ヂ
ン
グ
の
手
腕
等
が
そ
の
原
因
?
な
し
て
ゐ
る
が
、
こ
〉
に
財
界
の
偉
傑
デ
タ
I
ヂ
ン
グ
の
人
物
経
歴
を
一
瞥
し
た
い
。
デ
タ
I
ヂ
ン
グ
(ω
守
出
g
q
り
の
円
。
三
宮
町
)
は
、
才
一
y
y
グ
に
生
れ
、
一
九
一
五
年
英
図
に
蹄
化
し
、
h
一
九
O
年
大
戦
中
の
功
を
録
さ
れ
、
ナ
イ
ト
に
叙
せ
ら
れ
た
。
一
九
0
0年
、
初
代
一
枇
長
ケ
ス
タ
ー
の
後
を
つ
ぎ
て
、
引
き
つ
い
き
今
日
迄
主
祉
の
赴
長
を
し
て
ゐ
る
。
二
十
世
紀
英
国
海
軍
の
建
設
者
ご
い
は
れ
る
提
督
ア
イ
y
ジ
ャ
ー
卿
は
、
彼
を
-
汗
し
て
、
そ
の
大
騒
な
駄
で
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
、
深
謀
遠
慮
の
賂
で
は
ク
ロ
ム
ク
ェ
Y
に
比
す
ぺ
き
だ
さ
い
っ
て
居
る
。
石
油
業
に
つ
い
て
多
〈
の
著
述
を
な
し
、
期
回
介
の
権
威
ご
い
は
れ
る
偽
人
エ
『
て
で
一
a
l
y
(
宮
2
5
肘
ω
官
官
。
]
)
は
、
「
石
油
界
の
ナ
ポ
レ
オ
シ
」
(
円
。
片
山
勺
O
示
。
ロ
含
p
g
r
)
ご
名
付
け
た
が
、
彼
が
強
敵
に
濁
し
て
、
あ
〈
ま
で
も
攻
勢
的
態
度
全
執
り
、
終
に
散
の
本
援
に
迫
っ
て
之
を
粉
砕
せ
十
ん
ば
止
ま
、
ざ
る
の
態
度
は
、
誠
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
初
梯
せ
し
む
る
も
の
が
あ
る
o
一
元
家
主
祉
は
創
立
以
来
、
極
東
市
場
に
お
す
る
販
支
配
給
宇
佐
代
理
底
委
せ
に
し
て
居
た
が
、
山
富
時
オ
-
フ
シ
グ
貿
易
合
赴
べ
ナ
シ
支
庄
支
配
人
で
あ
っ
た
デ
タ
1
ヂ
ン
グ
が
、
ロ
一
祉
の
ス
マ
ト
ラ
泊
を
試
験
的
に
極
東
市
場
に
輸
出
し
て
、
露
米
の
競
争
口
問
さ
比
較
し
、
充
分
勝
味
の
あ
る
こ
之
が
分
っ
た
の
で
、
こ
〉
に
ロ
一
肱
製
品
の
市
場
は
ジ
ャ
ず
に
あ
ら
十
し
て
極
東
で
あ
る
ご
い
ふ
こ
さ
に
な
り
、
ぞ
れ
に
つ
い
て
嘗
時
の
赴
長
ケ
ス
ラ
ー
は
、
(
二
海
峡
殖
民
地
、
支
那
、
印
皮
に
於
け
る
従
来
の
代
理
応
委
せ
の
器
業
組
織
を
改
め
て
直
楼
ご
す
る
こ
さ
、
〆'町、
一一、-"
従
来
の
如
く
産
地
で
、
総
及
び
箱
に
つ
め
て
市
場
に
送
る
は
極
め
て
不
利
で
あ
る
、
之
は
是
非
タ
ジ
ク
机
加
で
消
費
地
の
主
要
港
に
詮
hJ
、
そ
こ
で
荷
造
b
す
る
こ
ぎ
に
改
む
ぺ
き
こ
ご
、
(
三
)
偉
業
組
織
改
革
、
荷
造
方
法
改
善
の
忽
に
は
、
通
材
を
総
支
配
人
に
得
る
こ
ご
の
方
針
合
決
定
し
、
一
入
九
六
年
デ
タ
1
ヂ
シ
グ
を
奉
げ
で
こ
の
主
任
を
托
し
た
。
デ
タ
I
ヂ
シ
グ
は
ア
ム
九
一
ア
Y
ダ
ム
で
数
百
を
受
け
、
早
く
商
業
の
買
務
に
就
き
、
最
初
は
オ
ラ
ン
ダ
貿
易
合
一
肱
(
Zえの
E
E
R
r
z
E丘
己
冨
S
5
E
S
C
)
の
銀
行
部
に
務
め
デ
y
I
に
波
遣
さ
れ
た
が
、
次
で
同
一
肢
の
ベ
ナ
y
支
応
長
ご
な
b
、
ロ
一
祉
の
代
理
応
ご
し
て
石
油
の
販
頁
も
や
っ
て
ゐ
た
が
、
此
の
関
係
か
ら
ケ
ユ
ラ
!
に
抜
擢
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
デ
タ
1
ヂ
シ
グ
は
就
任
早
々
、
ヵ
yrカ
y
夕
、
バ
ン
コ
ロ
ー
ヤ
ル
グ
Y
チ
石
油
合
祉
の
世
界
政
銃
一
四
九
商
業
さ
怪
持
一五
O
y
ク、
ポ
ン
ペ
イ
そ
の
他
印
皮
の
重
要
都
市
伊
現
察
し
、
支
応
出
張
所
及
び
タ
ン
ク
(
油
庫
)
設
立
の
場
所
伝
決
定
し
た
。
一
入
九
八
l
一
九
O
O
年
に
ス
マ
ト
ラ
油
の
産
出
長
大
に
減
じ
、
供
給
不
足
か
ら
己
得
市
場
を
も
失
は
ん
さ
す
る
危
機
に
際
し
て
は
、
ロ
ス
チ
ャ
イ
Y
ド
家
ε安
協
し
て
、
そ
の
経
後
す
る
露
油
の
供
給
を
仰
ぐ
こ
芝
、
〉
し
て
市
場
を
確
保
す
る
こ
さ
を
得
た
。
之
が
元
で
数
年
後
に
は
前
述
の
如
く
ロ
ス
チ
ャ
イ
Y
ド
家
の
石
油
事
業
を
完
全
に
併
合
す
る
こ
さ
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
O
O
年
一
ア
タ
1
ヂ
シ
グ
が
第
二
代
の
一
般
長
ご
な
る
や
、
前
の
如
き
苦
き
経
験
に
鐙
み
て
、
従
来
の
如
き
生
産
に
重
き
を
お
き
、
輸
送
販
頁
ぞ
殆
ザ
」
補
助
手
段
ご
す
る
終
口
業
方
針
ケ
一
縫
し
、
新
た
に
多
く
の
タ
シ
ク
を
設
立
し
、
タ
シ
ク
舶
を
購
入
し
、
資
本
の
大
部
分
ケ
商
業
的
機
能
に
注
ぐ
こ
ご
に
し
た
。
か
く
方
針
を
一
自
製
す
る
芯
共
に
更
に
改
め
て
蛍
時
生
皮
廷
の
安
い
賂
か
ら
有
利
で
あ
っ
た
露
油
の
供
給
契
約
を
結
び
、
ぺ
Y
-
フ
ク
、
来
ポ
Y
ネ
オ
合
一
此
等
の
生
産
口
聞
の
一
手
販
頁
擦
を
得
、
後
に
は
之
を
頁
ひ
っ
ぷ
し
、
更
に
前
記
の
如
く
強
一
政
ジ
ェ
Y
赴
さ
結
合
し
て
、
供
給
を
確
保
す
る
ご
共
に
、
金
聡
送
販
貢
の
方
面
に
進
ん
だ
。
四
、
写
覇
戟
の
進
行
前
述
の
官
、
ス
南
大
ト
ラ
ス
ト
の
支
那
市
場
に
劃
す
る
供
給
協
定
は
、
い
は
い
前
衛
戦
の
休
止
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
ス
一
枇
は
直
ち
に
散
の
本
擦
を
街
く
の
作
戦
に
出
で
、
そ
の
低
価
た
る
ネ
1
デ
ぞ
フ
シ
ジ
ェ
・
ヨ
官
ニ
ア
ν
石
油
合
赴
の
名
を
以
て
ジ
ャ
ザ
島
に
利
権
を
得
た
の
を
キ
y
カ
ケ
ご
し
、
抗
争
は
全
世
界
に
慌
げ
ら
れ
た
。
之
よ
り
先
き
一
九
一
一
年
、
ロ
一
祉
は
ド
Y
ッ
舎
一
肱
(
ロ
0
円舎の
]HOHdqo-2
己
云
S
Z岳
山
宅
一
}
)
の
株
式
の
大
部
分
を
買
牧
し
て
、
名
義
だ
け
は
存
し
た
が
、
事
賃
上
之
ぞ
併
令
し
、
ジ
ャ
ヲ
島
全
部
の
石
油
の
採
取
結
製
ご
蘭
飯
束
印
皮
全
部
に
於
け
る
総
法
販
貢
を
之
に
托
し
、
そ
の
勢
力
蘭
領
来
印
皮
を
風
・
燥
し
、
司
会
肢
の
奇
襲
も
そ
の
牢
固
た
る
地
盤
に
微
動
だ
も
奥
へ
る
7
ぎ
が
出
来
な
か
っ
た
。
(
但
し
之
に
つ
い
て
は
オ
ラ
y
グ
政
府
が
久
一
枇
系
統
に
調
し
、
有
利
な
利
粧
を
容
易
に
詐
可
し
な
い
の
は
重
要
原
因
で
ゐ
る
0
)
却
て
竺
肢
は
逆
襲
戦
に
出
で
(
ご
多
数
の
タ
y
ク
般
を
以
て
生
産
設
の
安
い
露
泊
を
米
図
に
送
り
、
ス
一
泣
の
本
岡
市
場
を
脅
か
し
、
(一
)ωro--
の。
B
3ミ
止
め
と
一
円
O
B
U
の
名
診
以
て
、
カ
y
ア
オ
Y
ニ
ヤ
に
大
油
田
を
買
牧
し
て
、
一
に
は
ポ
y
ネ
ォ
油
の
不
良
な
る
ぞ
補
ひ
、
一
は
ス
一
祉
の
供
給
資
源
を
制
限
し
、
又
一
九
二
二
年
官
グ
サ
ナ
舎
一
肱
(
問
。
5
5
M
M
o
q
o
r
c
E
C
B宮
ミ
).eT
只
ひ
つ
ぶ
し
て
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
に
大
油
田
を
獲
得
し
、
次
で
、
-
プ
ク
+
ノ
久
、
一ュ
1
メ
キ
ジ
コ
、
コ
官
-
フ
ド
、
ユ
タ
1
、
ア
y
，ソナ、
モ
Y
タ
ナ
、
グ
コ
夕
、
ネ
グ
ア
ダ
の
諸
州
に
油
田
?
買
牧
し
た
。
之
等
の
地
方
で
は
、
ロ
祉
は
常
に
六
ヶ
月
間
の
試
掘
様
。
ぜ
先
づ
獲
得
し
、
そ
の
問
に
充
分
調
査
し
て
、
本
利
権
を
得
て
ポ
1
y
ン
グ
を
す
る
。
か
く
て
一
九
一
五
年
に
は
、
米
国
石
油
産
額
の
九
分
一
は
、
官
一
般
の
油
井
か
ら
産
出
す
る
こ
さ
に
な
り
、
ム
ー
で
は
、
桑
港
附
近
の
マ
1
チ
ヰ
ズ
、
イ
ー
ス
ト
セ
ン
ト
Y
イ
只
、
ォ
y
y
l
ン
ス
の
三
個
所
に
大
精
油
所
を
持
ち
、
同
一
枇
産
油
の
三
分
一
は
、
米
闘
の
油
田
か
ら
出
る
。
，-、
、-"
ア
タ
ー
ヂ
ン
グ
は
米
図
進
出
・
ん
は
、
米
国
朝
野
の
同
併
を
得
る
必
要
を
認
め
、
一
九
一
六
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
ロ
ー
ヤ
山
戸
グ
w/
チ
石
油
合
枇
の
世
界
政
策
五
商
業
さ
経
沼
一五
場
に
多
額
の
官
一
祉
の
株
式
を
貰
h
J
出
し
、
同
一
肱
の
事
業
に
諒
し
て
米
図
資
本
の
奉
加
を
求
め
、
非
常
な
成
功
を
得
た
。デタ
I
ヂ
ン
グ
の
遠
大
な
計
主
は
買
に
世
界
を
窃
制
す
る
に
あ
る
、
こ
の
目
的
の
遂
行
に
は
濁
り
ス
一
祉
に
謝
抗
す
る
に
止
ま
ら
子
、
(
こ
全
世
界
に
同
祉
の
タ
ン
グ
締
ぞ
践
る
こ
さ
、
(
二
)
全
世
界
の
重
要
な
油
田
地
方
に
お
し
て
は
、
必
や
そ
の
利
権
に
奉
加
す
る
の
政
策
を
執
た
。
A
1
や
商
業
上
、
軍
事
上
重
要
な
世
界
航
路
の
起
結
、
中
総
黙
に
は
議
〈
同
一
肢
の
タ
シ
ク
又
は
精
油
所
が
あ
っ
て
、
石
油
を
燃
料
ご
す
る
箪
艦
・
商
般
は
同
一
肢
か
ら
燃
料
の
供
給
を
仰
が
な
け
れ
ば
航
行
不
能
な
放
態
で
あ
る
。
絡
に
閃
か
れ
ん
ご
す
る
各
大
陸
間
の
航
広
一
交
通
も
そ
の
、
運
命
の
鍵
ケ
ロ
妊
に
握
ら
れ
る
誇
で
あ
る
。
の
手
ケ
通
じ
て
、
ロ
一
祉
は
一
九
一
八
年
、
コ
ー
ド
レ
1
卿
(
円
。
丘
C
Zミ
)
ロ
Y
ド
y
の
ス
ピ
1
ア
y
y
合
一
泣
(
印
刃
包
ω
O
ロ
E
L
川
O
D
の
0
・
)
の
有
す
る
イ
1
グ
Y
舎一枇
(
云
の
比
2
口
開
mHmroロ
の
。
・
)
ゐJ
』
向
只
放
し
た
、
同
一
肢
は
タ
ム
ピ
コ
附
近
の
笠
宮
な
油
井
を
有
し
、
メ
キ
ジ
コ
産
油
の
二
割
を
出
し
て
ゐ
る
大
合
一
枇
で
あ
る
、
之
に
由
て
、
官
一
肢
は
、
ぞ
の
産
油
額
の
五
割
を
増
し
、
且
プ
イ
!
グ
Y
一
股
が
多
く
の
タ
シ
ク
加
を
持
て
ゐ
た
〉
め
、
ロ
「
祉
の
タ
ン
ク
般
隊
は
こ
の
併
合
に
よ
っ
て
百
高
ト
シ
以
上
に
達
し
た
。
又
タ
ム
ピ
コ
油
田
は
海
に
近
く
、
パ
ナ
マ
運
河
合
距
つ
る
海
路
三
百
五
十
キ
ロ
メ
1
ト
Y
の
、
近
距
離
に
あ
る
結
局
、
北
米
大
陸
に
謝
す
る
配
給
、
バ
ナ
マ
運
河
の
統
制
に
大
な
る
便
宜
を
持
つ
こ
さ
に
な
っ
た
。
同
一
肱
は
更
じ
グ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
で
最
大
の
油
田
利
絡
を
有
す
る
宮
号
2
〉
ω
ち
巳
ニ
広
三
認
め
0
5
3
-
q
山口
E口
え
の
『
)ry
の。
]
O
口
一
巳
ロ
o
E
C句
5
8門
(
U
0
・
等
の
名
を
以
て
、
同
図
に
面
積
一
万
五
千
方
マ
イ
Y
に
達
す
る
油
田
利
権
を
獲
得
し
、
之
に
近
い
キ
ュ
ラ
y
I
島
(
蘭
領
)
に
大
な
る
精
油
所
及
び
タ
ン
ク
b
パ品一
油
田
守
得
、
更
に
バ
ナ
マ
運
河
の
雨
入
口
に
大
タ
シ
ク
を
設
置
し
、
か
く
て
.ρ
ナ
マ
迩
河
を
自
祉
の
勢
カ
下
じ
崎「
M
、
?
」
O
ふレ
4
E
M
・4
i
只
エ
ズ
に
は
日
産
七
千
箱
の
能
力
あ
る
精
油
所
を
設
け
て
、
同
運
河
を
管
制
し
、
大
西
洋
航
路
の
重
要
な
仲
縫
劫
た
る
ケ
1
プ
・
グ
ェ
Y
デ
島
に
も
大
タ
シ
ク
含
持
て
居
る
。
官
一
肱
の
大
き
な
手
は
著
々
全
世
界
に
披
げ
ら
れ
た
。
Y
I
マ
ニ
ヤ
で
は
、
一
九
O
六
年
に
。oroDωC]日仏
00円}
O
zo--山口己目
ro
伊丹円
O
]
8
2
呂
g
gの
FPB出
tf
設
立
し
、
次
で
〉
ω門「山知
-
o
g
g
p
を
設
立
し
、
A
ー
で
は
、
同
閣
の
会
産
油
量
中
、
司
会
枇
の
一
割
に
調
し
、
ロ
祉
は
三
割
一
一
分
を
コ
ン
ト
官
I
Y
し
て
ゐ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
に
本
一
肱
を
置
く
プ
す
ト
グ
シ
赴
(30門o
m
g
可
・
冨
・
)
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
及
び
一
克
の
オ
1
只
ト
リ
ノ
ヤ
・
川
シ
ガ
y
l
の
後
縫
諸
図
に
於
け
る
生
産
・
販
貢
ケ
統
制
し
て
ゐ
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
は
、
∞
o止
ま
句
O
Z
円
勺
閉
山
町
O
]
O
P
E
一o
ロ
己
g
句小
5
5
及
び
∞C
の山小円。云門戸円一円一
B
O
己の
ω
吋小門円。
-g
を
設
け
て
全
国
市
場
含
風
廃
す
る
の
勢
を
示
し
、
イ
只
バ
ニ
ヤ
、
只
エ
一
ア
ン
に
於
て
も
同
一
肱
製
品
が
優
勢
を
示
し
て
ゐ
る
。
エ
ヂ
プ
ト
に
於
て
は
、
英
挨
油
田
舎
一
枇
(
〉
口
問
]
O
l
開
m
さ巴
E
H
2
5
0
5
ロ
戸
)
を
コ
ン
ト
官
I
Y
す
る
こ
ぎ
に
な
b
、
生
産
供
給
を
殆
ぜ
濁
占
し
た
。
印
度
に
於
て
は
、
バ
l
マ
油
田
を
殆
ぎ
濁
占
す
る
バ
!
?
石
油
合
一
枇
(
国
民
B
P
O
ロ
の
。
・
)
ご
妥
協
し
て
印
皮
に
於
け
る
石
油
の
不
足
は
ロ
一
肱
か
ら
供
給
す
る
こ
ど
に
し
た
。
ロ
1
ヤ
山
F
F
W
J
チ
石
油
合
批
の
世
界
政
策
一
五
三
商
業
主
経
湾
一
五
四
迩
頃
ぺ
Y
V
ヤ
は
米
、
塁
に
次
ャ
世
界
有
数
の
石
油
産
地
ざ
な
っ
た
が
、
そ
の
油
田
の
大
部
分
子
猪
占
す
る
英
波
石
油
舎
一
枇
(
〉
D
m
]
0
l
P
E
S
Oロ
の
。
・
)
は
、
そ
の
資
本
の
約
三
分
こ
が
英
図
政
府
の
掌
中
に
あ
っ
て
、
そ
の
保
護
を
受
け
る
合
一
肢
で
あ
る
が
、
舎
一
粧
の
創
立
者
グ
I
ジ
I
(
宅一
E
P
E
M
C
M
O
M
匂
〉
円
。
可
)
の
出
資
中
に
は
多
額
の
バ
1
マ
石
油
舎
一
肢
の
出
資
守
合
ん
で
ゐ
る
、
印
ち
ロ
祉
の
手
が
バ
1
マ
一
肢
を
遮
じ
て
ぺ
Y
ジ
ヤ
に
延
び
て
ゐ
る
こ
さ
は
明
か
で
あ
る
。
ロ、
ス
雨
一
肢
の
遺
活
戦
、
印
ち
英
米
石
油
戦
は
、
メ
y
ポ
タ
ミ
ヤ
及
び
コ
1
カ
サ
ス
に
於
で
最
も
深
刻
ケ
極
め
た
、
今
そ
の
概
要
を
逃
ぺ
て
み
た
い
。
メ
Y
ポ
タ
ミ
ヤ
の
バ
ク
グ
y
ド
の
北
及
び
モ
ス
Y
附
近
の
第
三
紀
同
地
中
に
石
油
を
包
蔵
す
る
こ
ご
は
早
く
知
ら
れ
て
ゐ
た
が
、
二
十
世
紀
の
始
め
、
ド
イ
ツ
人
技
師
の
調
査
に
由
て
そ
の
有
望
一
な
-
』
さ
が
確
め
ら
れ
、
イ
ツ
銀
行
(
ロ
2
5
Z
F
D
r
)
、
英
波
合
一
般
及
び
ロ
一
肢
の
競
願
ぜ
な
っ
た
が
、
安
協
成
立
し
て
、
世
界
大
戦
勃
畿
の
直
前
に
、
三
方
面
の
資
本
ぞ
合
し
て
ト
Y
コ
石
油
合
一
枇
(
吋
cEωrpt.。一
2
5
n
0・
)
が
成
立
し
、
英
、
締
外
交
。
。
の
後
援
で
、
同
一
肢
は
ト
Y
コ
政
府
か
ら
ト
Y
コ
領
会
部
の
油
田
利
擁
の
内
立
を
得
た
ご
い
ふ
。
但
し
合
一
肢
の
事
業
開
始
に
先
ち
戦
争
ぜ
な
っ
た
。
戦
守
中
に
締
結
さ
れ
た
敢
闘
の
領
土
底
分
に
関
す
る
聯
合
図
聞
の
密
約
の
中
で
二
九
一
六
年
の
す
イ
ク
ス
・
ピ
コ
I
協
約
(
∞
可
r
g
H
v
r
o門
〉
慢
の
O
B
O
E
)
は、
モ
ス
I
Y
?
偽
図
の
勢
力
図
に
‘
ョ
、
?
」
，
〉
、
主
し
T
カ
か
ね
て
石
油
に
注
目
し
て
ゐ
た
英
図
は
、
一
九
一
八
年
メ
y
ポ
タ
ミ
ヤ
全
部
ヤ
征
服
し
た
、
め
、
同
年
十
二
月
の
英
偽
協
約
に
依
り
-
、
メ
y
ポ
タ
ミ
ヤ
全
部
を
英
国
の
勢
力
圏
に
し
た
。
之
よ
り
先
き
英
国
は
占
領
さ
並
ハ
に
軍
事
上
の
必
姿
さ
い
ふ
名
目
で
、
採
掘
に
着
手
し
、
パ
イ
プ
、
結
、
油
所
ケ
設
け
た
。
一
九
一
入
年
十
一
一
月
、
英
図
政
府
は
ド
イ
ツ
銀
行
が
、
ト
Y
コ
石
油
舎
一
肢
の
資
本
に
就
て
有
し
て
ゐ
た
権
利
を
淡
股
し
、
英
波
石
油
合
祉
の
所
有
株
な
も
買
牧
し
た
か
ら
、
ト
Y
コ
石
油
合
一
肱
は
、
英
国
政
府
ご
ロ
一
肱
さ
の
所
有
ご
な
っ
た
。
九
二
O
年
四
月
二
十
五
日
の
す
ジ
ジ
モ
に
於
け
る
聯
令
図
石
油
協
約
に
由
て
、
英
図
は
メ
y
ポ
タ
ミ
ヤ
油
田
の
権
利
を
承
認
さ
れ
た
。
然
し
蛍
時
の
米
国
大
統
伎
ク
ィ
y
y
y
の
困
務
卿
コ
Y
ピ
l
(
出
比
ロ
σ
円山内]向。の
o-σ
可
)
は
英
図
の
メ
y
ポ
タ
ミ
ヤ
油
田
猫
占
を
以
て
、
委
任
統
治
の
原
則
に
反
す
る
も
の
ぜ
し
て
二
九
二
O
年
十
一
月
二
十
日
付
、
段
粛
な
抗
議
を
英
図
政
府
に
提
出
し
た
。
之
に
濁
し
、
英
国
は
ク
ィ
Y
ソ
シ
政
府
の
淡
落
間
際
な
る
、
一
九
二
一
年
二
月
末
に
回
答
を
奥
へ
、
ト
Y
コ
石
油
合
祉
の
資
本
及
び
ぺ
Y
ジ
ヤ
北
部
の
石
油
利
権
に
ス
一
肢
の
資
本
を
会
加
せ
し
め
て
そ
の
要
求
を
緩
和
せ
ん
ざ
し
た
。
一
方
米
図
は
背
後
よ
り
ト
Y
コ
の
園
民
議
政
府
を
け
し
か
け
て
二
九
二
三
年
七
月
二
十
三
日
調
印
さ
れ
た
、
官
1
ザ
シ
ヌ
の
ト
Y
コ
・
聯
合
図
問
の
平
和
俊
約
に
於
て
、
英
国
政
府
の
要
求
す
る
ト
Y
コ
石
油
舎
一
祉
に
謝
す
る
利
権
承
認
案
を
一
蹴
せ
し
め
、
却
て
元
の
す
Y
タ
ン
・
ア
プ
グ
Y
・で、、
y
ド
を
尻
押
し
て
、
メ
y
ポ
タ
ミ
ヤ
油
田
は
ず
Y
タ
γ
の
私
有
財
産
だ
か
ら
之
を
返
還
す
ぺ
き
だ
ご
主
張
せ
し
め
た
。
之
に
就
て
は
ず
Y
タ
ン
は
ト
Y
コ
飯
の
利
権
の
全
部
を
あ
げ
て
米
国
拓
殖
舎
一
肱
(
〉
B
2
5
D
り
の
〈
巳
0
句
5
0
尽
の
。
・
)
に
許
可
す
る
ご
い
ひ
出
し
て
、
一
時
世
界
を
驚
倒
せ
し
め
た
。
こ
れ
印
ち
一
時
有
名
だ
っ
ロ
ー
ヤ
ww
グ
Y
チ
石
油
合
祉
の
世
界
政
策
一
五
五
商
業
主
経
法
一
五
六
た
チ
ェ
只
タ
1
利
雄
(gg円。円の
8
9
8一O
ロ
)
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
米
国
の
後
援
が
あ
っ
た
〉
め
に
、
ザ
ン
ヌ
倹
約
で
は
、
ロ
モス
I
Y
の
図
境
は
英
土
の
友
誼
的
交
渉
、
又
は
図
際
聯
盟
の
裁
定
で
定
め
る
こ
芯
に
し
た
。
そ
の
後
、
英
闘
は
、
ト
Y
コ
石
油
舎
一
般
の
資
本
に
、
米
図
系
の
資
本
二
十
五
%
を
会
加
せ
し
め
る
e
}
さ、
北
部
べ
Y
V
ヤ
の
油
田
(
北
部
べ
Y
ジ
ヤ
に
は
有
名
な
油
田
は
な
い
、
べ
Y
V
ヤ
の
主
要
油
田
は
べ
Y
V
ヤ
湾
に
近
い
彪
に
あ
る
)
の
竿
分
を
分
譲
す
る
こ
芯
の
傑
件
で
英
図
さ
安
協
し
、
一
方
仰
闘
を
も
、
ト
Y
コ
石
油
舎
一
枇
の
資
本
に
奉
加
せ
し
め
、
且
つ
図
際
聯
盟
理
事
舎
の
常
任
理
事
の
椅
子
を
仰
図
の
保
護
す
る
ポ
1
-
プ
シ
ド
に
奥
ふ
る
猿
約
(
之
を
買
現
さ
れ
宇
)
、
ロ
ー
ヵ
Y
ノ
僚
約
等
で
偽
図
含
味
方
ご
し
た
の
で
、
ト
Y
コ
は
孤
立
無
援
、
一
九
二
六
年
、
図
際
聯
盟
の
決
定
迩
b
、
二
十
五
年
後
に
人
民
投
票
を
す
る
伐
件
で
、
モ
ス
Y
係
争
地
全
部
を
英
図
の
委
任
統
治
す
る
イ
ラ
ク
図
に
譲
っ
た
。
一
九
二
五
年
入
月
国
際
聯
盟
モ
ス
Y
委
員
舎
の
報
告
に
よ
る
さ
、
ト
Y
コ
石
油
合
一
祉
は
、
英
波
合
赴
、
ロ
一
祉
、
仰
、
米
の
資
本
国
よ
り
成
hJ
、
バ
『
で
フ
地
方
を
除
く
イ
ラ
ク
全
国
に
劃
す
る
利
擦
を
有
す
、
然
し
て
合
一
肢
は
、
百
九
十
二
方
マ
イ
Y
の
地
守
撰
び
、
之
ケ
各
入
方
マ
イ
Y
づ
〉
、
二
十
四
に
区
分
し
、
三
年
間
の
期
間
二
九
二
五
年
九
月
十
四
日
か
ら
起
算
)
に
こ
の
各
匿
を
調
査
し
、
そ
の
後
一
年
以
内
に
、
合
一
肢
は
各
区
を
一
年
の
期
間
で
競
争
入
札
を
以
て
個
人
企
業
者
又
は
他
の
舎
一
祉
に
経
緯
白
を
許
す
こ
ご
こ
の
二
十
四
匹
以
外
の
地
は
、
合
一
肱
が
各
国
民
に
一
公
開
す
る
、
し
か
し
て
イ
ラ
ク
駐
を
お
央
闘
高
等
代
理
官
の
報
告
に
よ
る
ご
、
調
査
未
完
成
の
匁
に
た
し
か
に
は
一
玄
は
れ
な
い
が
、
調
査
は
有
'
殺
で
、
多
量
の
石
油
が
賦
存
す
る
さ
信
子
ぺ
き
理
由
が
あ
る
ご
い
っ
て
ゐ
る
。
(
比
の
項
、
一
九
二
六
年
、
十
一
月
十
一
日
、
ぺ
Y
Y
ナ
ー
タ
I
ケ
プ
ラ
y
ト
の
記
事
に
よ
る
所
が
多
い
な
か
く
て
メ
y
ポ
タ
ミ
ヤ
で
も
官
一
肢
は
多
大
の
成
功
を
牧
め
た
の
で
あ
る
。
石
油
ざ
い
へ
ば
バ
ク
ー
を
想
出
す
、
プ
ηノ
ュ
1
?
1
兵
(
り
つ
出
E
E
R
)
に
よ
れ
ば
、
石
油
業
の
創
始
以
来
今
日
ま
で
(
一
九
二
二
年
)
、
米
闘
は
世
界
の
金
石
油
産
額
の
三
分
二
、
バ
グ
ー
は
四
分
一
ケ
供
給
し
た
古
い
ふ
、
然
し
米
闘
の
石
油
さ
い
ふ
の
は
、
ロ
ジ
ヤ
を
除
く
全
欧
洲
の
二
倍
も
あ
る
庚
大
な
地
域
の
各
地
か
ら
産
出
す
る
も
の
¥
A
総
計
で
あ
る
が
、
バ
ク
I
の
方
は
カ
ス
ピ
海
に
突
出
す
る
ア
プ
ジ
エ
官
Y
ざ
い
ふ
面
積
二
十
五
卒
方
キ
官
メ
1
ト
グ
'
に
過
ぎ
な
い
一
小
竿
島
か
ら
産
出
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
バ
ク
ー
こ
そ
世
界
第
一
の
産
地
ご
い
つ
て
よ
い
。
傍
へ
聞
く
、
ず
一
プ
ヅ
ス
ト
ラ
の
拝
火
設
は
、
バ
タ
ー
の
石
油
泉
及
び
ガ
ス
に
劫
火
し
て
常
住
不
断
に
燃
ゆ
る
そ
の
火
を
漣
拝
し
た
の
に
始
ま
る
ご
。
げ
に
や
六
二
四
年
、
ヤ
y
教
徒
た
る
ピ
ザ
シ
ツ
人
が
パ
ク
1
9
T
占
領
し
て
、
持
火
殺
の
漣
拝
堂
を
破
壊
し
、
次
で
回
数
徒
が
奔
火
殺
を
殻
禁
す
る
ま
で
、
こ
の
油
泉
に
あ
る
膿
拝
堂
が
拝
火
設
の
本
山
で
あ
っ
た
。
ア
ゼ
Y
バ
イ
ク
ャ
Y
(
此
の
地
方
の
園
名
)
ご
い
ふ
名
も
、
「
永
劫
の
火
の
地
」
を
意
味
す
る
さ
い
ふ
。
十
九
世
紀
の
始
め
、
ロ
ジ
ヤ
人
は
、
中
車
、
ぺ
Y
V
ヤ
進
出
の
ゑ
の
政
治
的
、
軍
略
的
根
挨
地
ご
し
て
金
コ
1
カ
ナ
ス
を
占
領
し
た
が
、
石
油
業
の
奥
る
に
及
び
、
バ
ク
1
油
田
は
「
官
マ
ノ
プ
家
の
真
珠
」
さ
務
せ
ら
れ
て
、
帝
室
財
産
に
編
入
さ
れ
た
。
一
入
七
二
年
始
め
て
油
田
の
租
借
が
開
始
さ
れ
た
、
ロ
ー
ヤ
W
F
F
Y
チ
石
油
合
祉
の
世
界
政
策
一
軍
七
商
業
主
経
潰
一
五
入
し
か
し
バ
ク
I
石
油
業
の
創
始
者
ご
も
い
ふ
べ
き
は
ス
エ
デ
y
人
ノ
I
Jへ
Y
(
Z
c
σ
0
]
)
兄
弟
で
あ
る
。
(
所
謂
ノ
ー
ペ
Y
賞
金
は
此
の
者
の
遺
産
営
基
金
さ
す
る
財
図
が
ら
出
る
)
。
商
人
は
ア
メ
η
ノ
カ
技
師
の
補
助
を
得
、
欧
洲
各
国
人
の
資
本
会
加
を
得
て
、
大
合
一
粧
を
組
織
し
、
バ
ク
I
石
油
の
採
取
、
精
製
、
仇
搬
送
を
経
済
的
に
組
織
し
た
。
バ
ク
ー
か
ら
黒
海
の
港
バ
ツ
I
ム
ま
で
の
輸
送
に
、
最
初
は
タ
ン
ク
車
、
後
に
は
バ
イ
プ
を
用
ひ
た
。
印
も
ロ
ジ
ヤ
の
石
油
業
は
、
会
く
外
国
人
の
資
本
、
技
術
で
後
達
し
た
も
の
で
あ
る
、
戦
前
コ
I
カ
ヂ
ス
の
石
油
業
に
投
下
さ
れ
た
外
資
は
、
二
億
四
千
二
百
九
十
高
Y
1
プ
Y
に
達
し
、
買
に
ロ
ジ
ヤ
会
閣
に
投
下
さ
れ
た
外
資
総
額
の
三
割
を
占
め
介
。
そ
の
各
岡
民
投
資
の
割
合
は
、
百
分
比
に
し
て
英
七
了
五
、
悌
二
0
・
一
寸
猪
五
・
四
、
白
二
・
九
で
あ
っ
た
。
し
か
し
て
此
の
英
闘
の
投
資
ご
い
ふ
の
は
、
印
ち
官
ス
チ
ャ
イ
Y
ド
家
の
投
資
で
あ
っ
て
、
印
ち
ロ
一
般
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
か
〈
て
大
戦
前
ま
で
官
γ
ャ
の
石
油
(
ロ
ジ
ヤ
に
は
バ
ク
1
の
外
、
コ
ー
カ
ヂ
ス
の
グ
ロ
ー
ズ
ヌ
イ
、
ト
Y
キ
ス
タ
シ
に
も
石
油
合
産
す
る
が
九
割
以
上
は
バ
ク
1
に
出
る
)
は
主
ご
し
て
英
偽
の
資
本
特
に
主
肱
の
資
本
ご
ス
エ
デ
シ
人
ノ
1
ぺ
Y
の
技
術
ご
に
由
て
経
緯
目
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
占の
4
h
v
o
一
九
一
七
年
ロ
ジ
ヤ
に
革
命
が
あ
っ
て
、
過
激
波
が
戦
闘
を
中
止
し
た
の
に
乗
じ
、
同
年
十
二
月
ト
Y
コ
は
丘
〈
を
進
め
て
コ
1
カ
ナ
ス
の
一
部
を
占
領
し
た
、
ヨ
ー
カ
ナ
只
で
は
、
聯
邦
共
和
闘
を
つ
く
り
猪
立
を
は
か
っ
た
が
、
異
種
族
、
異
殺
徒
(
ヤ
y
殺
ε回
殺
)
さ
の
寄
人
口
な
れ
ば
成
功
せ
子
、
一
九
一
入
年
五
月
二
十
六
日
仁
ジ
ョ
ー
ジ
ヤ
、
翌
日
ア
ゼ
Y
バ
イ
ジ
ヤ
ジ
、
ァ
Y
メ
ニ
ヤ
が
濁
立
を
宣
ニ
一
目
し
た
。
こ
の
間
に
も
ト
Y
コ
人
は
著
々
兵
台
、
進
め
た
の
で
ジ
ョ
ー
ジ
ヤ
は
ド
イ
ツ
の
援
助
を
乞
ひ
、
ア
ゼ
Y
バ
イ
ジ
ャ
ン
は
英
軍
の
援
助
を
乞
ふ
た
。
ド
イ
ツ
人
は
か
ね
て
石
油
の
侠
乏
に
困
っ
て
ゐ
た
の
で
得
た
b
か
し
こ
し
さ
援
兵
を
出
し
、
一
九
一
八
年
六
月
末
郷
軍
ジ
ョ
ー
ジ
ヤ
に
現
れ
た
。
(
Y
I
J
ア
ン
ド
Y
7
手
記
)
0
次
で
一
九
一
入
年
入
月
十
七
日
の
プ
レ
只
コ
ー
カ
ア
ス
の
部
第
六
僚
に
於
て
ロ
ジ
ヤ
は
ジ
ョ
ー
ジ
ヤ
の
自
治
営
ト
y
ト
ク
λ
ク
の
幼
露
平
和
俊
約
締
約
、
認
め
、
ド
イ
ツ
に
バ
ク
I
石
油
の
少
く
さ
も
四
分
一
を
供
給
す
る
こ
さ
を
約
し
た
。
然
し
西
部
戦
線
の
失
敗
で
こ
の
倹
約
は
全
部
無
殺
さ
な
b
、
同
年
十
二
月
、
濁
、
土
牢
コ
I
カ
サ
ス
守
引
き
あ
ぐ
。
之
よ
り
先
き
英
軍
は
べ
Y
ジ
ヤ
か
ら
小
巡
洋
艦
の
保
護
の
下
に
バ
ク
I
に
波
b
、
次
で
獄
、
土
笠
・
返
却
後
会
コ
1
カ
+
ノ
ス
を
占
領
し
た
。
か
〈
て
コ
1
カ
ヂ
只
は
英
軍
保
護
の
下
に
暫
〈
小
康
を
得
、
一
九
二
O
年
一
月
十
目
、
聯
人
口
閣
は
ジ
ョ
I
ジ
ヤ
及
び
ア
ゼ
Y
バ
イ
ジ
γ
シ
を
事
賃
上
の
政
府
(
仏
O
H
K
円
。
)
ご
し
て
承
認
し
た
。
英
軍
の
コ
1
カ
ア
ス
遊
軍
が
戦
前
に
投
資
し
た
利
雄
保
護
の
潟
で
あ
る
乙
芯
は
明
か
で
あ
っ
て
(
之
に
つ
い
て
巳
8
5
が
タ
イ
ム
只
、
九
二
二
年
七
月
十
日
の
紙
上
に
詳
説
し
て
ゐ
る
)
又
英
人
の
締
占
に
封
し
、
偽
人
の
不
満
で
あ
っ
た
こ
ご
も
争
は
れ
な
い
2
5
5
0々
の
は
、
H
w
g
c
o
d巳〈
OBo--o
一
九
二
O
年
十
月
十
五
日
続
に
こ
の
消
息
を
洩
し
て
ゐ
る
)
。
そ
こ
で
す
シ
ジ
モ
の
石
油
協
約
(
一
九
二
0
年
四
月
)
で
は
、
そ
の
第
六
俊
一
し
於
て
、
コ
ー
ヵ
ナ
只
の
石
油
に
つ
い
て
は
、
英
偽
雨
政
府
は
、
そ
の
閥
民
の
忽
に
、
利
椛
獲
得
、
石
油
の
総
出
、
供
給
の
結
局
に
共
同
の
援
助
を
奥
へ
る
こ
ど
を
規
定
し
た
。
然
し
英
国
で
は
戦
後
財
政
整
理
、
英
貨
安
定
の
忽
ケ
デ
ス
委
員
舎
の
提
議
を
入
れ
て
ア
ロ
ー
ヤ
w
y
F
Y
チ
石
泊
合
祉
の
世
界
政
策
一
五
九
商
業
さ
経
済
二ハ
O
ジ
ヤ
方
面
の
軍
隊
を
撤
退
す
る
こ
ご
に
な
b
、
且
つ
労
働
業
方
面
か
ら
失
業
救
済
の
結
局
に
速
に
す
グ
ェ
1
ト
政
府
ご
の
遜
商
倹
約
侠
復
を
主
張
し
た
〉
め
に
、
コ
ー
カ
ナ
ス
か
ら
撤
兵
す
る
こ
さ
に
な
っ
た
。
然
し
そ
の
投
下
し
た
資
本
に
心
残
b
し
て
、
イ
タ
ソ
ー
を
し
て
代
っ
て
占
領
せ
し
め
ん
ざ
し
た
が
、
プ
・
ず
ツ
ジ
ュ
元
帥
を
委
員
長
ご
す
る
軍
事
委
員
合
で
こ
れ
が
否
決
さ
れ
、
英
軍
は
バ
ク
1
駐
屯
一
年
宇
で
撤
兵
し
た
。
英
軍
の
撤
兵
よ
b
先
に
、
デ
ニ
キ
シ
(
ロ
g
一
一
仏
ロ
)
の
白
街
宣
・
は
北
コ
I
カ
サ
ス
に
現
れ
、
ア
ゼ
Y
バ
イ
ジ
ャ
y
さ
握
手
し
、
ク
ラ
y
グ
Y
(
巧
B
口
問
。
】
)
の
反
赤
軍
ま
た
ア
ゼ
ル
'
バ
イ
ジ
ヤ
ジ
の
濁
立
を
承
認
し
た
が
、
白
街
軍
は
潰
え
、
ク
ラ
ン
グ
Y
は
降
、
9
、
英
軍
巳
に
去
b
、
ア
ゼ
Y
バ
イ
ジ
ヤ
ジ
は
直
ち
に
赤
軍
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
。
一
九
二
0
年
四
月
二
十
七
日
、
露
軍
バ
ク
ー
を
占
領
し
、
ア
ゼ
Y
パ
イ
ジ
ヤ
ジ
含
労
農
共
和
図
に
改
造
し
、
そ
の
油
田
を
固
有
ご
し
、
そ
の
経
替
の
忽
に
ア
ズ
ネ
ア
ト
(
〉
虫
色
)
芯
い
ふ
特
殊
機
関
を
設
置
し
た
が
、
石
油
の
産
出
は
以
来
著
し
く
減
じ
た
。
バ
ク
I
の
陥
落
後
数
月
に
し
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
ヤ
、
ァ
Y
メ
ニ
ヤ
雨
共
和
図
相
次
で
す
グ
ェ
I
ト
軍
に
征
服
さ
れ
、
コ
ー
カ
ナ
ス
山
南
の
地
再
び
完
全
に
ロ
ジ
ヤ
人
の
手
に
蹄
し
た
。
ナ
グ
ェ
1
ト
外
交
委
員
長
チ
チ
ェ
η
ノ
ン
が
「
五
口
等
の
支
配
は
、
。
て
ゐ
る
、
而
し
結
果
は
同
一
で
あ
る
と
(
円
。
吋
め
B
勺
♂
N
N
Z
S
-
G
N
N
)
ご
豪
語
し
た
の
も
営
然
で
あ
る
。
ツ
ア
I
Y
の
そ
れ
さ
同
一
で
な
い
、
そ
の
方
体
は
は
会
〈
調
角
線
的
に
反
し
然
し
欧
洲
各
国
は
過
激
波
政
府
の
永
続
を
信
じ
な
か
っ
た
。
コ
ー
ヵ
+
ノ
ス
油
田
地
の
利
権
を
目
的
に
合
一
股
が
族
生
し
た
、
欧
測
の
資
本
家
は
、
従
来
の
利
権
所
有
者
た
る
官
ジ
ヤ
人
が
経
済
的
窮
乏
か
ら
そ
の
利
権
を
安
〈
寅
る
も
の
さ
考
へ
、
二
足
三
文
で
る
れ
を
買
取
っ
て
、
コ
1
カ
サ
ス
石
油
地
の
正
蛍
相
績
人
た
ら
ん
ご
し
た
。
中
に
も
甘
一
枇
は
問
。
百
円
ロ
ロ
門
会
Oロ
の
0
・
(
資
本
金
三
千
六
百
高
ギ
Y
グ
1
)
、
吋
}
H
O
巴
c
R
r
旬
。
円
円
o
r
c
B
n。・
(
資
本
金
四
千
八
百
高
ギ
Y
ダ
1
)
訟
設
立
し
、
又
一
九
二
O
年
に
、
宮
g
g
Z由
工
業
曾
一
枇
及
び
亡
き
8
0司
自
己
早
急
H
0
3
曾
一
肢
の
株
式
の
、
過
宇
佐
賀
牧
し
-
〉
g
z
g弓
〈
巴
mp
舎
一
祉
の
株
式
の
四
割
以
上
を
買
ひ
占
め
、
之
等
諸
一
肢
の
協
約
を
結
び
、
そ
の
経
替
を
白
一
肢
の
傍
儲
た
る
一
曾
一
肢
に
委
託
せ
し
め
た
。
之
等
は
皆
一
克
の
ノ
1
ぺ
y
坑
を
経
鋒
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
ノ
l
ぺ
Y
一
肱
の
株
を
買
っ
た
の
で
、
そ
の
妨
害
策
で
あ
る
。
偽
、
白
人
も
ま
け
宇
に
コ
1
カ
サ
ス
に
投
資
し
た
。
各
国
資
本
家
が
そ
の
コ
1
カ
サ
ス
投
資
を
有
効
放
な
ら
し
め
ん
ざ
す
る
第
一
の
機
舎
は
一
九
二
二
年
の
ジ
ェ
ノ
ア
の
経
済
曾
議
で
あ
っ
た
。
こ
の
ご
き
ド
イ
ツ
さ
ロ
ジ
ヤ
が
戦
後
は
じ
め
て
図
際
合
議
に
招
請
さ
れ
た
。
こ
の
時
ロ
ジ
ヤ
か
ら
は
チ
チ
a
y
y
が
出
か
け
て
、
ド
ネ
ヅ
(
石
茨
)
さ
バ
ク
ー
を
餌
に
し
て
列
図
を
釣
り
、
+
ノ
グ
ェ
I
ト
政
府
の
正
式
承
認
、
少
〈
ご
も
列
閣
の
経
済
的
援
助
を
得
ん
さ
し
た
。
偽
紙
は
こ
れ
を
笑
っ
て
、
「
官
ジ
ヤ
の
代
表
は
大
き
な
菓
子
を
机
上
に
お
い
た
、
郎
も
石
油
の
産
地
だ
、
諸
君
、
五
歳
に
な
る
犬
が
甘
い
餅
菓
子
の
前
に
居
る
さ
考
へ
て
み
た
ま
へ
、
そ
れ
で
ジ
ェ
ノ
ア
舎
議
の
概
念
は
得
ら
れ
や
う
o
Q
O
C
5
0
.
0
山
口
含
見
『
F
F
M
M
H
〉官一
r
H
U
M
M
)
然
し
こ
の
合
議
は
、
(
一
)
英
偽
問
の
意
見
不
一
致
、
(
二
)
曾
議
中
綿
露
関
の
す
γ
・
レ
モ
俊
約
後
表
等
の
殺
に
有
耶
無
耶
の
中
に
失
敗
じ
終
っ
た
。
然
し
合
議
の
不
成
功
の
主
要
原
因
は
買
に
ゆ
臼
議
中
に
、
サ
グ
ェ
1
ト
政
府
ご
官
一
般
ご
の
秘
密
協
約
成
立
が
後
表
さ
れ
た
ロ
ー
ャ
V
F
Y
チ
石
油
合
枇
の
世
界
政
策
一
六
商
業
主
経
務
一六ニ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
二
二
年
二
月
ロ
シ
ド
ン
で
精
給
さ
れ
た
も
の
で
、
未
採
掘
地
の
利
擦
を
士
此
に
締
占
せ
し
む
る
外
、
将
来
は
ず
グ
ェ
1
ト
図
有
の
分
ま
で
許
可
す
る
傑
項
を
合
ん
?
ゐ
た
と
い
ふ
。
之
に
お
し
米
岡
政
府
は
、
コ
1
カ
ナ
ス
に
投
資
せ
る
ス
魁
の
ぺ
wJ
ド
プ
す
1
ド
(
出
え
智
己
)
の
結
局
に
英
闘
に
抗
議
し
、
偽
闘
も
共
に
抗
議
し
た
の
で
、
こ
の
利
権
許
可
は
つ
い
に
事
買
さ
な
ら
な
か
っ
た
。
つい
Y
い
て
へ
I
グ
に
、
米
園
以
外
の
欧
洲
列
図
の
石
油
業
者
が
、
ロ
一
肱
代
表
を
座
長
ご
し
て
合
会
し
、
各
園
常
業
者
共
同
の
陣
を
張
、
り
、
前
に
ロ
一
枇
ご
す
グ
ェ
1
ト
政
府
ご
の
問
仁
締
結
さ
れ
た
契
約
を
質
現
せ
し
め
ん
さ
し
た
が
、
こ
の
時
も
大
切
な
瀬
戸
際
に
、
大
統
領
ρ
I
ヂ
シ
グ
が
、
「
へ
1
グ
に
集
合
し
て
ゐ
る
官
ジ
ヤ
以
外
の
諸
闘
の
園
民
の
財
産
権
を
米
岡
市
民
が
買
っ
て
も
、
そ
の
者
は
、
合
衆
岡
政
府
の
保
護
に
治
す
る
こ
之
は
出
家
な
い
。
:
:
:
合
衆
岡
政
府
は
、
補
償
ざ
し
て
、
米
岡
市
民
の
匁
に
、
各
国
か
ら
認
め
ら
れ
る
も
の
芯
信
子
る
。
」
さ
娩
曲
で
は
あ
る
が
、
官
一
肱
主
催
の
へ
l
グ
曾
議
の
決
議
を
否
認
し
、
白
、
伊
南
図
も
之
に
一
致
し
た
の
で
合
議
は
失
敗
に
終
っ
た
。
更
に
一
九
二
二
年
九
月
、
バ
y
I
に
デ
タ
1
ヂ
y
グ
を
座
長
ざ
す
る
欧
洲
石
油
業
者
の
曾
議
が
あ
っ
た
。
そ
の
決
議
は
、
(
こ
合
同
者
は
、
直
接
間
接
を
問
は
・
?
?
グ
ェ
l
ト
政
府
に
波
放
さ
れ
た
財
産
権
の
返
、
還
を
要
求
し
な
い
噌
』
ご
(
之
は
ジ
ェ
ノ
ア
曾
議
失
敗
の
主
要
原
因
で
あ
っ
た
も
の
で
、
偽
白
は
財
産
権
の
返
還
を
主
張
し
、
英
閣
は
竺
股
が
す
グ
ェ
1
ト
政
府
さ
密
約
が
あ
っ
た
、
め
に
、
趨
嘗
な
補
償
を
要
求
す
る
こ
ご
を
主
張
し
た
)
、
(
二
)
油
田
の
経
緯
ι
は
、
凡
て
の
曾
同
者
が
・
還
付
又
は
賠
償
子
得
た
る
後
に
す
る
こ
さ
、
(
三
)
曾
同
者
は
、
会
曾
同
者
の
同
意
な
く
し
で
、
ロ
ジ
ヤ
図
に
属
す
る
油
田
を
私
有
利
権
さ
し
て
享
受
せ
ざ
る
こ
芝
、
(
四
)
ザ
グ
ェ
l
ト
政
府
さ
の
談
剣
は
、
共
同
で
且
つ
会
合
一
致
推
薦
の
代
表
者
に
出
て
の
み
行
ふ
こ
さ
等
が
決
議
3
れ、
ロ
一
枇
多
年
の
苦
心
多
額
の
投
資
に
も
係
ら
子
、
抜
け
が
け
の
功
名
が
出
来
な
い
こ
さ
に
な
っ
た
。
こ
の
決
議
に
も
係
ら
す
、
一
九
二
三
年
三
月
二
十
九
日
、
デ
タ
1
ヂ
ン
グ
は
ず
グ
ェ
I
ト
政
府
三
契
約
を
結
び
、
一
時
バ
y
I
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
人
心
興
奮
し
た
が
、
そ
れ
は
表
面
上
は
石
油
三
十
高
ト
シ
の
単
な
る
購
入
契
約
に
過
ぎ
な
か
っ
た
ο
想
ふ
に
、
石
油
を
餌
に
し
て
欧
洲
各
国
守
採
り
、
経
済
的
援
助
ご
す
グ
ェ
I
ト
政
府
の
正
式
承
認
や
得
ん
ざ
す
る
チ
チ
ェ
ク
シ
等
の
縦
横
の
奇
策
は
、
米
図
が
ス
一
肢
の
結
局
に
す
る
頑
強
な
反
割
、
偽
白
の
抗
争
ご
相
ま
っ
て
、
さ
す
が
に
石
油
田
介
の
ナ
ポ
レ
オ
シ
ざ
い
は
る
〉
一
ア
タ
I
チ
ン
グ
も
、
大
ナ
ポ
レ
オ
y
の
モ
ス
ク
グ
ァ
遠
征
失
敗
さ
同
様
、
ロ
ジ
ヤ
の
資
本
的
征
服
を
思
ひ
止
る
の
や
む
な
き
に
至
っ
た
の
で
あ
ら
ぅ
。
之
か
ら
欧
洲
各
国
は
守
う
で
す
グ
ェ
1
ト
政
府
を
正
式
に
承
認
し
た
、
ド
イ
ヅ
が
前
に
承
認
し
た
甲
」
さ
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
一
九
二
四
年
三
月
、
イ
タ
y
l
、
次
マ
偽
闘
が
承
認
し
た
、
皆
石
油
利
権
が
つ
い
て
ゐ
る
(
円
。
〕
。
ロ
円
5
-
uム
w
。
Z
R♂
同
右
中
)
。
英
図
の
マ
ク
ド
ナ
ル
'
ド
政
府
も
同
年
八
月
七
日
正
式
承
認
し
た
、
ぞ
の
一
般
傍
約
第
十
僚
に
利
権
の
こ
さ
が
記
し
て
あ
る
が
、
こ
の
倹
約
は
、
次
の
ポ
I
Y
ド
ク
イ
ン
一
内
閣
が
前
内
閣
が
す
グ
ェ
I
ト
政
府
に
約
束
し
た
貸
付
保
設
を
承
認
し
な
か
っ
た
〉
め
に
成
立
し
な
か
っ
た
o
か
く
て
ん
す
倫
こ
の
大
油
田
が
え
ス
雨
祉
の
争
奪
戦
の
目
的
物
ご
し
て
残
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
ヂ
ザ
ェ
I
ト
政
府
の
手
ロ
ー
ヤ
W
F
Y
チ
石
油
合
枇
の
世
界
政
策
一六
商
業
t
さ
経
済
一
六
回
に
移
っ
て
か
ら
、
バ
ク
1
油
田
の
産
油
量
は
愈
減
少
し
、
A
1
は
メ
キ
ジ
コ
、
ぺ
Y
ジ
ヤ
等
に
は
遠
〈
及
ば
な
い
、
然
し
之
は
地
質
的
見
込
が
少
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
、
グ
レ
ー
ガ
I
(
の
5
0
m
q
)
氏
の
一
古
ふ
様
に
寧
ろ
政
治
的
、
一
枇
曾
的
及
び
経
済
的
理
由
並
び
に
そ
の
産
地
が
市
場
か
ら
隔
絶
し
て
ゐ
る
貼
に
あ
る
。
戦
前
の
九
一
O
年
に
す
ら
、
バ
ク
1
油、
一
プ
1
ド
平
均
債
格
一
Y
I
プ
Y
六
十
九
カ
ベ
1
ク
の
中
、
採
掘
費
僅
に
一
一
・
一
、
諸
税
三
五
・
五
、
運
賃
二
0
・
0
、
仲
介
手
数
料
三
二
・
五
の
割
合
で
あ
っ
た
さ
い
ふ
。
か
、
る
苛
欽
諒
求
の
下
に
あ
っ
て
は
、
ト
ラ
ス
ト
純
織
で
、
外
岡
市
場
で
グ
ム
ピ
ン
グ
少
す
る
ス
一
耽
さ
謝
抗
出
来
な
い
筈
で
あ
る
.
況
し
て
す
グ
ェ
I
ト
の
経
後
で
は
到
底
世
界
市
場
に
出
ら
れ
な
い
。
結
論
甘
一
肢
は
名
義
上
オ
ラ
Y
グ
の
舎
一
肱
で
あ
っ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
の
皇
室
財
産
ざ
し
て
ロ
祉
の
旅
が
相
常
ゐ
る
こ
さ
は
事
貨
で
あ
る
が
、
株
式
の
多
数
が
英
人
の
手
に
あ
っ
て
、
英
図
政
府
も
そ
の
株
を
有
し
、
英
国
政
府
が
陰
に
陽
に
之
争
」
保
護
す
る
こ
さ
も
隠
れ
な
き
事
賞
で
あ
る
、
一
九
一
七
年
一
月
、
英
政
府
は
、
オ
ラ
ン
ダ
政
府
の
了
解
の
下
に
、
ロ
一
祉
の
株
式
七
高
四
千
子
買
占
め
た
ご
い
ふ
。
(
E
2
5
旬
開
判
官
官
。
]
広
三
戸
却
と
ロ
o
q
o
H
b
』
2
1
g山
}
M
Yロ・
u
o
w
G
q
)
。
実
波
石
油
曾
一
肢
は
、
そ
の
株
式
の
三
分
二
は
英
政
府
、
三
分
一
は
ロ
一
枇
さ
提
携
し
て
ゐ
る
ピ
Y
マ
石
油
舎
一
肢
の
手
に
あ
る
。
又
か
つ
て
、
南
米
グ
デ
ネ
ズ
ヱ
一
プ
に
於
て
、
同
園
政
府
が
、
油
田
園
有
主
義
か
ら
、
ロ
一
肢
の
利
権
地
ぞ
牧
用
せ
ん
ざ
し
た
さ
き
に
、
同
闘
裁
判
所
は
菜
園
政
府
抗
議
に
鑑
み
て
、
τ2 
枇
の
配
下
な
る
コ
官
ニ
ヤ
ペ
デ
グ
エ
ロ
プ
メ
ジ
ト
曾
一
祉
に
五
十
年
間
の
採
掘
権
?
詐
可
す
る
剣
決
を
奥
へ
た
こ
J
こ
が
あ
る
の
を
見
て
も
、
ロ一枇
ε英
図
政
府
さ
の
関
係
が
分
る
。
石
油
戦
は
、
世
界
争
覇
戟
の
重
要
な
一
部
で
あ
る
、
ロ
一
肱
は
英
国
(
会
領
土
ケ
包
括
す
る
大
英
帝
闘
)
を
代
表
す
る
チ
ャ
ン
ピ
オ
シ
で
ゐ
る
、
勿
論
之
に
封
抗
す
る
も
の
は
米
国
を
代
表
す
る
ス
一
此
で
あ
る
、
競
争
に
は
こ
っ
の
方
面
が
あ
る
、
印
も
油
田
(
資
源
)
の
争
奪
さ
、
市
場
の
獲
得
で
あ
る
。
前
者
に
於
て
は
、
南
一
此
の
分
野
巳
に
ほい
Y
定
ま
b
、
残
す
ご
こ
ろ
は
、
バ
ク
1
ご
南
米
で
あ
る
、
グ
デ
不
ズ
ェ
一
ブ
の
産
額
は
近
年
念
に
増
加
し
、
. 
4¥  
ノV
、
ポ
y
グ
ィ
ヤ
、
ア
Y
ゼ
シ
チ
シ
・
ま
た
漸
く
世
人
の
注
目
ぞ
ひ
き
、
エ
ク
ア
ド
y
、
コ
ロ
ン
ピ
ヤ
に
も
侮
る
べ
か
ら
5
る
資
源
が
あ
る
、
隠
亡
こ
の
方
面
で
南
一
枇
は
漸
く
前
街
戦
に
入
、
り
つ
¥
A
あ
る
。
需
要
は
文
化
の
後
達
ゾ
」
正
比
例
し
て
増
加
す
る
、
商
社
各
巳
に
百
高
ト
シ
以
上
の
タ
y
ク
般
を
浮
ぺ
て
、
全
世
界
を
横
行
し
っ
、
ぁ
る
、
供
給
方
面
に
於
け
る
競
争
は
今
後
夏
に
猛
烈
を
極
め
る
で
あ
ら
う
0
2
九
二
七
、
て
二
九
・
ベ
ル
リ
ン
郊
外
・
ワ
イ
ルマ
l
ス
ド
ル
フ
の
客
合
に
於
て
)
ロ
ー
ヤ
W
F
Y
チ
石
油
合
祉
の
世
界
政
策
一
大
五
